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新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
・
感
染
症
法
改
悪
反
対 

労
働
権
・
生
存
権
を
か
ち
と
ろ
う
！ 

 

菅
政
権
は
１
月
18
日
か
ら
始
ま
っ
た
通
常
国
会
に
、
強
権
発
動
（
罰

則
）
を
可
能
と
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
と
感
染
症
法
（
感
染
症
の
予

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
）
の
改
悪
法
案

を
提
出
し
た
。
そ
し
て
こ
の
法
改
悪
か
ら
改
憲
国
民
投
票
法
成
立
へ
と

一
気
に
憲
法
改
悪
へ
の
道
筋
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

特
措
法
・
感
染
症
法
改
悪
を
許
さ
ず
、
労
働
権
・
生
存
権
を
か
ち
と
ろ

う
。
改
憲
国
民
投
票
法
成
立
・
改
憲
を
阻
止
し
よ
う
。 

 

 

昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
首
都
圏
を
中

心
に
爆
発
的
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
菅
政
権
は

１
月
８
日
、
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
の
４
都
府
県
に
「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
再
発
出
し
、
そ
の
後
、
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
・
愛
知
・
岐

阜
・
栃
木
・
福
岡
の
７
府
県
を
追
加
し
た
。
そ
の
上
で
罰
則
付
き
の
法

改
悪
を
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。 

 
安
倍
前
政
権
は
５
・
25
「
緊
急
事
態
宣
言
」
解
除
後
、
早
速
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
し
た
。
本
来
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
収
束

後
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
当
時
政
権
中
枢
に
い
た
現
首
相
で
あ

る
菅
官
房
長
官
の
肝
い
り
で
開
始
し
た
も
の
だ
。 

 

５
月
末
で
感
染
症
拡
大
は
い
っ
た
ん
下
火
に
な
っ
た
も
の
の
、
秋
か 

 

 

「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
出―

責
任
転
嫁
弾
劾 



                          

ら
冬
に
か
け
て
の
本
格
的
感
染
拡
大
に
ど
う
備
え
る
の
か
多
く
の
専

門
家
が
指
摘
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。 

 

し
か
し
政
府
の
対
応
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
経
済
を
回
す
」
こ
と
や

五
輪
開
催
を
最
優
先
し
、
感
染
症
対
策
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
早
期
発
見

―

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
抑
制
し
、
ま
た
、
休
業
補
償
拡
充
な
ど
労
働

者
民
衆
の
生
活
を
保
障
す
る
法
整
備
な
ど
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
昨
年
11
月
頃
か
ら
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
継
続
し
、
感
染
症
が
爆
発
的

に
拡
大
す
る
に
至
り
、
切
羽
詰
ま
っ
て
今
回
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
再

発
出
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

補
償
な
き
「
休
業
」
強
要
を
ゆ
る
す
な 

 
 

政
府
・
各
自
治
体
は
今
回
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
に
お
い
て
飲
食
業

を
狙
い
撃
ち
に
し
て
「
時
短
営
業
」
を
求
め
て
い
る
が
、
補
償
な
き
「
時

短
営
業
」
要
請
に
よ
り
多
く
の
店
舗
が
全
面
休
業
や
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。 

 

政
府
は
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
生
活
補
償
と
し
て
全
国
民

（
住
民
）
一
律
の
定
額
給
付
金
（
一
人
10
万
円
）
や
事
業
主
に
対
す
る

営
業
補
償
と
し
て
持
続
化
給
付
金
（
１
０
０
万
円
）
や
家
賃
支
援
給
付

金
な
ど
を
支
給
し
た
。
ま
た
、
各
自
治
体
も
休
業
協
力
金
を
支
給
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
支
給
は
一
回
限
り
で
と
う
て
い
生
活
保
障

に
は
な
り
え
な
い
。 

 

今
回
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
に
お
い
て
も
「
時
短
営
業
要
請
」
に
応

じ
た
事
業
所
に
つ
い
て
各
自
治
体
は
１
日
６
万
円
の
時
短
協
力
金
、
経 

 

 

産
省
は
一
時
金
（
40
～
20
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
で
収
入
減
の
補
填
に
な
る
わ
け
が
な
い
。
そ
し
て
対
象
は

中
小
企
業
で
あ
り
、
大
企
業
は
外
さ
れ
て
い
る
（
東
京
都
は
大
企
業
へ

の
支
給
を
実
施
）
。 

 

 

菅
政
権
は
今
通
常
国
会
で
罰
則
付
き
の
新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
・
感
染

症
法
改
悪
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
入
院
拒
否
に
懲
役
１

年
以
下
・
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
調
査
拒
否
に
50
万
円
以
下
の
罰

金
（
感
染
症
法
）
、
休
業
違
反
に
50
万
以
下
の
過
料
（
新
型
コ
ロ
ナ
特

措
法
）
を
導
入
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
休
業
命
令
を
受
け

た
事
業
者
へ
の
補
償
（
経
済
的
支
援
）
は
義
務
と
し
て
い
る
も
の
の
具

体
的
な
補
償
内
容
は
定
め
ず
政
府
・
行
政
の
裁
量
と
し
て
い
る
の
だ
。 

 

こ
う
し
た
罰
則
導
入
に
対
し
て
日
本
医
学
会
連
合
な
ど
関
係
学
会

は
１
月
14
日
、
反
対
声
明
を
発
表
し
た
。
日
本
医
学
会
連
合
は
医
学
系

１
３
６
学
会
が
加
盟
す
る
学
術
団
体
で
、
緊
急
声
明
で
は
「
今
の
感
染

症
法
の
施
策
は
、
か
つ
て
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
で
、
科
学
的
根
拠
が
乏
し

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
患
者
・
感
染
者
の
強
制
収
容
が
法
的
に
な
さ
れ
た

歴
史
的
反
省
の
う
え
に
成
り
立
つ
こ
と
を
深
く
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
、
入
院
を
拒
む
の
に
は
仕
事
や
家
庭
、
周
囲
か
ら
の
偏
見
・

差
別
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
「
こ
れ
ら
の
抑

止
対
策
を
せ
ず
に
感
染
者
個
人
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
倫
理
的

に
受
け
入
れ
が
た
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。 

入
院
・
休
業
拒
否
な
ど
へ
の
罰
則
導
入
反
対 

 



                          

非
正
規
女
性
労
働
者
へ
の
解
雇
を
ゆ
る
す
な 

 
し
か
し
菅
政
権
は
自
ら
の
失
政
を
覆
い
隠
し
、
感
染
症
拡
大
の
責
任

を
労
働
者
民
衆
に
転
嫁
す
る
も
の
だ
。 

 

人
権
侵
害
の
新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
・
感
染
症
法
へ
の
強
権
（
罰
則
）

導
入
を
阻
止
し
よ
う
。 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
は
特
に
女
性
へ
の
影
響
が
深
刻
で
、
『
女
性

不
況
』
の
様
相
が
確
認
さ
れ
る
」
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
が
女
性
に
与

え
る
影
響
を
議
論
し
て
き
た
内
閣
府
の
有
識
者
研
究
会
が
昨
年
11
月

に
公
表
し
た
緊
急
提
言
の
一
文
で
あ
る
。 

 

女
性
た
ち
を
め
ぐ
る
環
境
の
悪
化
は
統
計
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
昨
年

11
月
の
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
な

ど
の
非
正
規
雇
用
で
働
く
人
は
２
１
２
４
万
人
で
、
９
カ
月
連
続
で
減

少
。
同
１
月
以
降
の
減
少
数
は
女
性
が
５
３
５
万
人
で
、
男
性
（
２
７

９
万
人
）
の
約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。 

 

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
う
「
解
雇
・
雇

い
止
め
」
は
今
年
１
月
８
日
時
点
で
累
計
約
８
万
人
（
見
込
み
を
含
む
）

に
上
り
、
こ
の
う
ち
非
正
規
が
約
半
数
を
占
め
る
。
実
数
は
そ
れ
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 

 

特
に
所
得
の
低
い
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
支
援
団
体

に
は
、
当
事
者
ら
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
に
は
２
食
で
我
慢
し
て
も
ら
っ

て
い
る
」
「
米
を
買
う
お
金
も
な
い
」
な
ど
と
悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。 

外
出
自
粛
や
時
短
営
業
な
ど
で
勤
務
時
間
が
減
っ
た
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
の
女
性
労
働
者
の
な
ん
と7

5

・
５
％
が
「
雇
用
調
整
助
成
金
」

（
休
業
手
当
）
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
（
野
村
総
研
・20

年

12

月
調

査
）
。
労
働
者
は
、
今
こ
そ
労
働
組
合
で
団
結
し
て
、
労
働
権
、
生
存

権
を
闘
い
と
ろ
う
。 

 

バ
イ
ト
の
女
性
労
働
者
の
な
ん
と
75
・
５
％
が
「
雇
用
調
整
助
成
金
」

助
成
金
」
（
休
業
手
当
）
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
（
野
村
総
研
・
20
年

12
月
調
査
）
。 

 

こ
う
し
た
な
か
で
、
昨
年
１
～
11
月
（
暫
定
値
）
の
女
性
の
自
殺
者

数
が
６
３
８
４
人
と
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
る
（
警
察

庁
や
厚
労
省
発
表
）
。
原
因
・
動
機
で
は
、
健
康
問
題
や
家
庭
問
題
の

増
加
が
目
立
つ
。 

非
正
規=

女
性
労
働
者
へ
の
解
雇
・
雇
止
め
を
ゆ
る
す
な
。
生
活
困
窮

者
に
定
額
給
付
金
を
支
給
し
ろ
。
政
府
は
、
労
働
者
に
今
す
ぐ
生
活
保

障
を
行
な
え
。
労
働
者
は
、
今
こ
そ
労
働
組
合
に
団
結
し
て
、
労
働
権
、

生
存
権
を
闘
い
と
ろ
う
。 

改
憲
国
民
投
票
法
成
立
阻
止
し
よ
う 

改
憲
国
民
投
票
法
（
国
民
投
票
法
）
に
つ
い
て
、
自
民
党
と
立
憲
民

主
党
は
今
通
常
国
会
に
お
い
て
「
何
ら
か
の
結
論
」
を
得
る
こ
と
で
合

意
し
て
い
る
。
き
わ
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
国
民
投
票
法
は
改
憲

の
た
め
の
法
律
で
あ
り
、
改
憲
を
前
提
と
し
て
い
る
。
何
と
し
て
も
国

民
投
票
法
の
成
立
を
阻
止
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

菅
政
権
は
新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
と
感
染
症
法
へ
の
罰
則
導
入
か
ら

国
民
投
票
法
成
立
へ
と
今
国
会
で
改
憲
へ
の
道
筋
を
一
気
に
つ
け
よ

う
と
し
て
い
る
。
憲
法
へ
の
「
緊
急
事
態
条
項
」
導
入
は
自
衛
隊
明
記

の
９
条
改
憲
と
一
体
の
も
の
だ
。 

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
・
感
染
症
法
改
悪
阻
止
の
闘
い
と
一
体
に
、
改

憲
国
民
投
票
法
を
葬
り
去
り
、
改
憲
を
阻
止
し
よ
う
。 



                          

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
受
け
入
れ
拡
大
で
１
病
棟
を
閉
鎖 

 
感
染
防
止
と
安
全
確
保
が
で
き
る
人
員
を
確
保
せ
よ
！ 

 
 

 

（松
戸
市
立
病
院
分
会
） 

 
 

病
院
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
県
の
指
示
で
「
フ
ェ
ー
ズ

４
」
の
対
応
を
取
り
、
受
け
入
れ
病
床
数
を
拡
大
し
た
。
看
護
師
不
足

の
た
め
、
昨
年
と
同
様
、
１
病
棟
を
閉
鎖
し
て
対
応
し
て
い
る
状
態
だ
。 

分
会
は
、
病
院
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
入
院
患
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
を
要
求
し
て
い
る
が
、
経
営
を
優
先
さ
せ
て
、
い
ま
だ
に
実

施
し
よ
う
と
し
な
い
。
昨
年
４
月
の
申
し
入
れ
の
際
に
は
、
課
長
補
佐

が
「
（
陽
性
者
が
出
た
ら
）
休
ま
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
拒
ん
だ
。
病
院
は
今
い
る
人
員
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
対

応
す
る
方
針
で
、
院
内
感
染
が
拡
大
す
れ
ば
た
ち
ま
ち
患
者
（
市
民
・

労
働
者
）
に
犠
牲
が
及
ぶ
。
昨
年
４
月
に
感
染
症
病
棟
で
院
内
感
染
が

発
生
し
た
が
、
病
院
は
「
院
内
感
染
で
は
な
い
」
と
否
定
し
続
け
て
い

る
。
松
戸
市
が
市
民
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
抗
原
検
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
増
え
続
け
る
中
で
、
患
者
と
労
働
者
の
命
を
守
る
た

め
に
、
医
療
労
働
者
に
は
最
低
で
も
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
た
め

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
べ
き
だ
。 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
改
悪
地
方
公
務
員
法
に
よ
る
「
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
」
が
実
施
さ
れ
１
会
計
年
度
ご
と
に
「
選
考
」
に
よ
る
採
用

（
任
用
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
１
月
の
団
交
で
「
希
望
者
全
員
の
継
続

雇
用
（
任
期
の
更
新
）
は
し
な
い
」
と
言
い
放
っ
た
。
外
来
職
場
は
非

正
規
労
働
者
が
３
分
の
２
を
占
め
て
お
り
、
欠
員
状
態
で
あ
る
。
働
き

続
け
た
い
と
希
望
す
る
非
正
規
労
働
者
の
解
雇
は
許
さ
れ
な
い
。
継
続

雇
用
と
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
闘
っ
て
い
き
た
い
。 

  

患
者
、
労
働
者
を
犠
牲
に
す
る
「新
型
コ
ロ
ナ
赤
字
」解
消
ヤ
メ
ロ
！ 

看
護
補
助
者
の
夜
勤
導
入
反
対
！ 

（大
橋
病
院
分
会
） 

  

東
邦
大
学
法
人
本
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
よ
る
大
幅
赤

字
で
年
末
一
時
金
の
一
律
５
万
円
カ
ッ
ト
を
提
案
し
て
き
た
。
分
会
で

は
、
「
今
後
も
こ
れ
を
下
回
ら
な
い
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
一
律
金
の

「
確
認
書
」
に
基
づ
き
引
き
続
き
支
給
を
求
め
て
い
る
。 

ま
た
、
法
人
は
赤
字
補
て
ん
と
し
て
、
昨
年
11
月
の
団
交
で
診
療
報

酬
加
算
の
つ
く
夜
勤
の
病
棟
看
護
補
助
者
を
派
遣
で
導
入
し
た
い
と
提

案
し
て
き
た
。
組
合
や
現
場
の
要
求
で
あ
る
日
勤
帯
の
看
護
補
助
者
の

補
充
や
看
護
師
の
補
充
も
「
人
件
費
が
か
か
る
か
ら
で
き
な
い
」
と
言

い
、
「
金
も
う
け
」
し
か
考
え
て
い
な
い
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
11
月
末
に
は
か
か
り
つ
け

の
「
疑
似
患
者
」
の
受
入
れ
を
拡
大
し
、
１
病
棟
の
再
編
を
お
こ
な
っ

た
。
さ
ら
に
１
月
８
日
に
は
小
池
都
知
事
か
ら
受
入
れ
拡
大
の
要
請
が

あ
る
と
の
こ
と
で
検
討
す
る
と
い
う
。
病
床
数
が
絶
対
的
に
不
足
し
て

い
る
た
め
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
が
、
看
護
師
が
足
り
な
い

た
め
「
全
体
で
対
応
す
る
」
（
看
護
部
長
）
と
言
い
、
受
入
れ
病
棟
に

は
毎
日
、
２
人
の
看
護
師
が
手
伝
い
に
入
る
。
そ
の
た
め
手
伝
い
に
出

た
病
棟
に
は
手
術
室
の
看
護
師
が
手
伝
い
に
入
る
と
い
う
状
態
で
あ

り
、
院
内
感
染
拡
大
と
医
療
事
故
・
ミ
ス
の
危
険
が
大
き
い
。
組
合
が

院
内
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
人
員
補
充
を
要
求
し
て
も
人
件
費
の
問

題
で
で
き
な
い
と
言
い
、
「
感
染
防
止
策
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
通
り

に
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
」
と
答
え
る
だ
け
で
あ
る
。
現
場
か
ら
声
を

上
げ
、
感
染
防
止
策
を
徹
底
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

者
を
３
人
に
減
ら
し
、
業
務
過
重
に
な
り
患
者
に
犠
牲
が
集
中
し
て
い

る
た
め
最
低
元
の
４
人
配
置
に
せ
よ
と
要
求
し
て
い
る
。 

 


